
【感染症発生動向調査事業から】 
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川崎市では、令和７年第１７週（４月２１日～４月２７日）に水痘の患者報
告数が定点当たり３．６７人となり流行発生警報を発令しましたが、その後も
終息することなく流行が続いています。流行の中心 
は学童ですが、現在は保育園児等の間でも感染が広 
がっています。 

我が国では、平成２６年から水痘ワクチンが定期 
接種化され、生後１２か月から生後３６か月に至る 
までの間に２回の接種をすることとされています。 
１回の接種でも重症化を予防する効果があり、現時 
点では、接種歴が確認されている小児の入院例は市 
内では報告されていません。ワクチン接種対象で未 
接種のお子さんは、早めに接種を済ませましょう。 0
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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今、何の病気が流行しているか！ 

第２３週報告数第１位 

令和７年６月２日（月）～令和７年６月８日（日）〔令和７年第２３週〕の感染症発生状況 

第２３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）水痘でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．８６人と前週（４．９２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．４９人と前週（４．３１人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

水痘の定点当たり患者報告数は１．８９人と前週（２．０８人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第２３週報告数第３位 

第２３週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 
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市内で水痘の流行が続いています！ 

川崎市における水痘発生状況（５年間） 

水痘と診断された保育園児等の 
地域別報告数※ 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 
学校・保育園等欠席者サーベイランス 

５月１９日 

５月２６日 

６ 月 ２ 日 

流行発生警報終息基準値 

令和７年６月１０日１６時現在
※在籍者 100 人当たり 

６ 月 ９ 日 
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